
【【特特別別講講演演】】
「「障障害害やや難難病病等等ののああるる人人々々のの多多様様なな働働きき方方のの現現在在地地  ～～地地域域連連携携ややテテククノノロロジジーー活活用用のの事事例例かからら～～」」

講師： 近藤　武夫 東京大学 先端科学技術研究センター 2

【【パパネネルルデディィススカカッッシショョンンⅠⅠ】】
「「『『同同僚僚』』ののちちょょっっととししたた理理解解ととササポポーートトがが力力ににななるる  ～～障障害害ののああるる社社員員がが働働ききややすすいい職職場場づづくくりりににつついいてて～～」」

コーディネーター： 宮澤　史穂 障害者職業総合センター 6

パネリスト： 星野　佳史 株式会社スタックス

成澤　岐代子 株式会社良品計画

若林　功 常磐大学人間科学部

【【パパネネルルデディィススカカッッシショョンンⅡⅡ】】
「「大大学学等等ににおおけけるる発発達達障障害害学学生生へへのの連連携携支支援援ににつついいてて」」

井口　修一 障害者職業総合センター 10

パネリスト： 西村　優紀美 富山大学保健管理センター

中山　肇 特定非営利活動法人リエゾン

白崎　裕美 千葉公共職業安定所

小野寺　十二　 東京障害者職業センター多摩支所

※発表者には名前の横に○がついています。
※タイトル及び論文は、発表者からいただいた内容を掲載しています。

第第１１分分科科会会：：企企業業ににおおけけるる採採用用・・職職場場定定着着のの取取組組ⅠⅠ

11 理理解解をを深深めめるる取取りり組組みみのの先先にに  ～～１１人人１１人人のの声声やや視視点点をを活活かかししてて～～ ○ 星　希望 あおぞら銀行 14

22 障障害害等等にによよりり配配慮慮がが必必要要なな従従業業員員のの上上司司・・同同僚僚のの意意識識にに関関すするる研研究究
－－障障害害者者のの状状態態像像別別のの分分析析結結果果かからら－－

○ 宮澤　史穂
佐藤　敦
野澤　紀子
依田　隆男
内藤　眞紀子

障害者職業総合センター
障害者職業総合センター
元障害者職業総合センター（現佐賀障害者職業センター）
障害者職業総合センター
元障害者職業総合センター

16

33 就就労労はは究究極極ののリリハハビビリリででああるる  ～～障障ががいい当当事事者者のの立立場場かからら企企業業ににおおけけるる
雇雇用用継継続続職職場場定定着着のの取取組組をを考考察察すするる～～

○
○
○

遠田　千穂
髙橋　綾子
畑野　好真

富士ソフト企画株式会社
富士ソフト企画株式会社
富士ソフト企画株式会社

18

44 一一人人ひひととりりにに寄寄りり添添いい、、PPDDCCAAササイイククルルをを回回ししたた実実習習をを行行ううここととでで、、
障障ががいいののああるる人人のの雇雇用用とと安安定定就就労労をを実実現現すするる体体制制づづくくりり

○ 江口　恵美 オムロン太陽株式会社 20

55 ココロロナナでで知知的的障障ががいいメメンンババーーのの業業務務がが激激減減。。
新新ササーービビススやや職職域域拡拡大大にによよるるメメンンババーーのの雇雇用用維維持持・・拡拡大大へへのの挑挑戦戦

○ 飯田　佳子 株式会社ベネッセビジネスメイト 22

第第２２分分科科会会：：学学校校かからら一一般般雇雇用用へへのの移移行行／／生生活活支支援援

11 要要支支援援学学習習既既卒卒者者ににおおけけるる大大学学とと一一般般社社団団法法人人ととのの連連携携
－－キキャャリリアア支支援援ププロロググララムムのの継継続続的的なな参参加加にによよるるササポポーートトのの事事例例－－

○ 稲葉　政徳 岐阜保健大学短期大学部 24

22 教教育育機機関関ととのの連連携携にによよるる障障ががいい特特性性評評価価実実習習のの取取りり組組みみ ○ 鈴木　百恵
福澤　真

社会福祉法人太陽の家
社会福祉法人太陽の家

26

33 発発達達障障害害ののああるる大大学学生生のの就就労労支支援援
（（自自己己理理解解かからら就就職職ままででのの２２つつののモモデデルルケケーースス））

○ 西本　士郎
下司　実奈
北村　沙緒理

神戸公共職業安定所
神戸女子大学
神戸学院大学

28

44 高高機機能能AASSDD者者のの就就労労継継続続をを支支ええるる  ～～就就労労移移行行支支援援事事業業所所ににおおけけるる
ソソフフトトススキキルル支支援援、、地地域域機機関関とと連連携携ししたたラライイフフススキキルル支支援援～～

○ 徳谷　健
濱田　和秀
砂川　双葉

特定非営利活動法人クロスジョブ クロスジョブ堺
特定非営利活動法人クロスジョブ
特定非営利活動法人クロスジョブ

30

55 高高機機能能AASSDD者者ののソソフフトトススキキルル支支援援
－－就就労労移移行行支支援援事事業業所所ににおおけけるるBBWWAAPP22アアセセススメメンントトのの実実践践かからら－－

○ 砂川　双葉
梅永　雄二
濱田　和秀

特定非営利活動法人クロスジョブ クロスジョブ堺
早稲田大学 教育・総合科学学術院
特定非営利活動法人クロスジョブ

32

第第３３分分科科会会：：企企業業・・支支援援者者のの人人材材育育成成

11 就就労労支支援援のの人人材材育育成成  －－「「RReehhaabb..CC塾塾」」のの取取りり組組みみ ○ 松為　信雄 一般社団法人職業リハビリテーション・カウンセリング協会 34

22 就就労労支支援援機機関関管管理理者者にに対対すするる研研修修のの開開発発
－－試試行行研研修修ププロロググララムムのの実実施施とと効効果果－－

○ 大川　浩子
本多　俊紀
宮本　有紀

北海道文教大学/NPO法人コミュネット楽創
NPO法人コミュネット楽創
東京大学大学院

36

33 行行動動的的就就労労支支援援：：就就労労支支援援ににおおけけるる行行動動分分析析学学のの活活用用  －－就就労労支支援援にに
おおけけるる行行動動記記録録のの重重要要性性とと活活用用上上のの課課題題ににつついいててのの一一考考察察－－

○ 佐藤　大作 秋田障害者職業センター 38

【【研研究究・・実実践践発発表表  －－口口頭頭発発表表  第第１１部部－－】】
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44 地地域域のの障障ががいい者者雇雇用用促促進進へへ  ～～企企業業間間連連携携会会のの取取りり組組みみににつついいてて～～ ○
○

鬼束　幸佑
西　晶子
井上　由華
鈴木　理子

GMOドリームウェーブ株式会社
GMOドリームウェーブ株式会社
GMOドリームウェーブ株式会社
GMOドリームウェーブ株式会社

40

55 社社内内支支援援ススタタッッフフのの支支援援技技術術のの向向上上にに係係るる人人材材育育成成のの取取組組みみににつついいてて
～～ススタタッッフフのの階階層層にに応応じじたた集集合合型型研研修修のの実実施施とと効効果果検検証証～～

○ 菊池　ゆう子
刎田  文記

株式会社スタートライン
株式会社スタートライン

42

第第４４分分科科会会：：評評価価技技法法のの開開発発・・アアセセススメメンントトⅠⅠ

11 就就労労支支援援ののたためめののアアセセススメメンントトシシーートト（（試試作作版版））のの開開発発（（そそのの１１））
－－開開発発ココンンセセププトトとと希希望望・・ニニーーズズのの把把握握－－

○ 井口　修一
武澤　友広
石原　まほろ
佐藤　涼矢

障害者職業総合センター
障害者職業総合センター
障害者職業総合センター
障害者職業総合センター

44

22 就就労労支支援援ののたためめののアアセセススメメンントトシシーートト（（試試作作版版））のの開開発発（（そそのの２２））
－－就就労労ののたためめのの基基本本的的事事項項ににつついいてて－－

○ 武澤　友広
石原　まほろ
佐藤　涼矢
井口　修一

障害者職業総合センター
障害者職業総合センター
障害者職業総合センター
障害者職業総合センター

46

33 就就労労支支援援ののたためめののアアセセススメメンントトシシーートト（（試試作作版版））のの開開発発（（そそのの３３））
－－就就労労継継続続ののたためめのの環環境境及及びびアアセセススメメンントト結結果果シシーートトににつついいてて－－

○ 石原　まほろ
武澤　友広
佐藤　涼矢
井口　修一

障害者職業総合センター
障害者職業総合センター
障害者職業総合センター
障害者職業総合センター

48

44 発発達達障障害害ののああるる方方のの職職業業アアセセススメメンントトとと準準備備性性のの取取りり組組みみ
～～BBWWAAPP２２・・EESSPPIIDDDDをを活活用用ししたた事事例例ににつついいてて～～

○
○

田村　俊輔
原田　千春
金橋　美恵子
酒井　健一

社会福祉法人釧路のぞみ協会 自立センター
くしろ・ねむろ障がい者就業・生活支援センターぷれん
社会福祉法人釧路のぞみ協会 自立センター
くしろ・ねむろ障がい者就業・生活支援センターぷれん

50

55 発発達達障障害害者者のの強強みみをを活活かかすすたためめのの相相談談・・支支援援ツツーールルのの開開発発ににつついいてて ○ 南　亜衣
山浦　直子

障害者職業総合センター職業センター
障害者職業総合センター職業センター

52

第第５５分分科科会会：：難難病病／／知知的的障障害害

11 難難病病患患者者のの学学生生のの支支援援実実践践報報告告とと就就労労ににおおけけるる課課題題とと今今後後
～～個個別別就就労労相相談談・・ヒヒアアリリンンググをを中中心心ととししたた考考察察～～

○ 中金　竜次 就労支援ネットワークONE 54

22 福福岡岡県県ににおおけけるる「「難難病病のの治治療療とと仕仕事事のの両両立立にに関関すするる実実態態調調査査」」報報告告
～～難難病病ののああるる従従業業員員のの雇雇用用にに関関すするる企企業業側側のの意意識識～～

○ 金子　麻理
磯部　紀子
青木　惇
中園　なおみ
江口　尚
福岡県
福岡市

福岡県難病相談支援センター/福岡市難病相談支援センター
九州大学大学院
福岡県難病相談支援センター/福岡市難病相談支援センター
福岡県難病相談支援センター 北九州センター
産業医科大学

56

33 難難病病患患者者のの就就労労困困難難性性ににつついいてて（（先先行行調調査査研研究究のの整整理理）） ○ 春名　由一郎
堀　宏隆
野口　洋平
岩佐　美樹

障害者職業総合センター
障害者職業総合センター
障害者職業総合センター
障害者職業総合センター

58

44 福福祉祉的的就就労労かからら一一般般雇雇用用・・職職場場定定着着ままででのの切切れれ目目ののなないい支支援援
～～障障害害者者のの主主体体性性をを育育ててるる取取組組みみ～～

○ 田中　邦子 阪神南障害者就業・生活支援センター 60

55 障障害害者者のの雇雇用用のの実実態態等等にに関関すするる調調査査研研究究
～～知知的的障障害害ののああるる在在職職者者をを対対象象ととししたたアアンンケケーートト調調査査のの結結果果～～

○ 村久木　洋一
大谷　真司
渋谷　友紀

障害者職業総合センター
障害者職業総合センター
障害者職業総合センター

62

第第６６分分科科会会：：聴聴覚覚障障害害／／視視覚覚障障害害

11 「「チチャャレレンンジジドドササポポーータターーココミミュュニニケケーーシショョンン力力強強化化ププロロググララムム」」のの
運運用用とと工工夫夫  －－ココロロナナ禍禍ででのの聴聴覚覚障障害害者者のの職職場場定定着着をを目目指指ししてて－－

○ 笠原　桂子 株式会社JTBデータサービス 64

22 聴聴覚覚障障害害ののああるる社社会会人人をを対対象象ととししたたキキャャリリアア支支援援のの実実践践報報告告
－－ココロロナナ禍禍ににおおけけるる講講座座やや情情報報交交換換会会ののオオンンラライインン開開催催ににつついいてて－－

○ 後藤　由紀子
石田　祐貴
松谷　朋美
河野　純大

筑波技術大学 障害者高等教育研究支援センター
筑波技術大学 産業技術学部
筑波技術大学 産業技術学部
筑波技術大学 産業技術学部

66

33 聴聴覚覚障障ががいい者者向向けけココミミュュニニケケーーシショョンンササーービビスス「「PPeekkooee（（ペペココ））」」をを活活用用ししたた
社社内内実実践践事事例例ののごご紹紹介介

○ 小野　敦子
岩田　佳子
木村　純
木下　健悟
中島　章敬
真野　拓郎
宮原　輝江

株式会社リコー
株式会社リコー
株式会社リコー
株式会社リコー
株式会社リコー
株式会社リコー
株式会社リコー

68

44 強強みみをを生生かかすす！！  視視覚覚障障ががいい者者、、活活躍躍のの場場のの拡拡大大へへ ○ 石川　さゆり 資生堂ジャパン株式会社 70

55 IITT技技術術をを活活用用ししたた盲盲ろろうう職職員員のの職職場場定定着着支支援援 ○ 白澤　麻弓
後藤　由紀子
高橋　彩加
磯田　恭子
森　敦史
石田　祐貴
伊藤　恵美子
河野　純大

筑波技術大学 障害者高等教育研究支援センター
筑波技術大学 障害者高等教育研究支援センター
筑波技術大学 障害者高等教育研究支援センター
筑波技術大学 障害者高等教育研究支援センター
筑波技術大学 総務課
筑波技術大学 総務課
筑波技術大学 総務課
筑波技術大学 産業技術学部

72
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第第７７分分科科会会：：多多様様なな働働きき方方（（短短時時間間、、テテレレワワーークク、、協協同同組組合合））

11 障障害害者者のの週週2200時時間間未未満満のの短短時時間間雇雇用用にに関関すするる調調査査研研究究 ○ 岩佐　美樹
内藤　眞紀子
野澤　紀子
布施　薫
永登　大和
中山　奈緒子

障害者職業総合センター
元障害者職業総合センター
元障害者職業総合センター（現佐賀障害者職業センター）
障害者職業総合センター
障害者職業総合センター
障害者職業総合センター

76

22 短短時時間間でで働働くく精精神神障障害害ののああるる者者ののフフルルタタイイムム勤勤務務へへのの移移行行意意志志ににつついいてて
：：雇雇用用率率算算定定方方法法のの特特例例がが適適用用さされれるる労労働働者者をを中中心心にに

○ 渋谷　友紀
清水 求
小池 磨美

障害者職業総合センター
障害者職業総合センター
元障害者職業総合センター（現東京障害者職業センター）

78

33 テテレレワワーーククをを経経験験ししたた障障害害者者にに対対すするるヒヒアアリリンンググ等等調調査査のの報報告告
－－利利点点とと課課題題をを中中心心にに－－

○ 伊藤　丈人
内藤　眞紀子
野澤　紀子
布施　薫
佐藤　涼矢
馬医　茂子

障害者職業総合センター
元障害者職業総合センター
元障害者職業総合センター（現佐賀障害者職業センター）
障害者職業総合センター
障害者職業総合センター
障害者職業総合センター

80

44 企企業業にに雇雇用用さされれるる障障害害者者ののテテレレワワーーククにによよるる勤勤務務のの実実態態にに関関すするる調調査査 ○ 山口　明日香
八重田　淳
野崎　智仁
北上　守俊

高松大学
筑波大学
国際医療福祉大学
新潟医療福祉大学

82

55 社社会会協協同同組組合合をを通通じじたた障障害害者者雇雇用用策策  ～～イイタタリリアアのの事事例例をを通通じじてて～～ ○ 堀田　正基 特定非営利活動法人社会的就労支援センター京都フラワー 84

第第８８分分科科会会：：支支援援ネネッットトワワーークク／／チチーームム支支援援

11 家家族族、、メメンンタタルルククリリニニッックク等等ととのの情情報報共共有有ををベベーーススにに実実践践すするる
発発達達障障害害者者支支援援のの一一考考察察ににつついいてて

○ 一井　仁志
村田　華穂
山郷　擁子

北海道障害者職業センター
北海道障害者職業センター
元北海道障害者職業センター（現岡山障害者職業センター）

86

22 障障害害者者雇雇用用始始めめままししたた!!!!  ～～自自分分ららししくく生生ききるるたためめにに　　働働くくたためめにに～～ ○ 石坂　一平
伊藤　朱里
嶋田　花栄

ロザリオの聖母会 聖家族園
ロザリオの聖母会 聖家族園
ロザリオの聖母会 聖家族園

88

33 地地域域連連携携ををももっっとと身身近近にに地地域域貢貢献献ををももっっとと高高めめるる就就労労移移行行支支援援事事業業所所のの
取取りり組組みみ

○ 小川　大輔 ウェルビー株式会社　ウェルビー千葉駅前第２センター 90

44 SSAAKKUURRAA杉杉並並セセンンタターー（（３３障障害害対対象象））・・SSAAKKUURRAA早早稲稲田田セセンンタターー（（発発達達障障害害
対対象象））研研修修提提供供とと支支援援方方法法、、就就労労後後のの状状況況

○
○

瀧澤　文子
平工　美和

株式会社綜合キャリアトラスト SAKURA杉並センター
株式会社綜合キャリアトラスト SAKURA早稲田センター

92

11 ワワーーククササンンププルル幕幕張張版版（（MMWWSS））新新規規３３課課題題のの活活用用状状況況調調査査報報告告 ○ 田村　みつよ
大谷　真司
藤原　桂
武澤　友広
知名　青子
村久木　洋一

障害者職業総合センター
障害者職業総合センター
障害者職業総合センター
障害者職業総合センター
障害者職業総合センター
障害者職業総合センター

94

22 ワワーーククササンンププルル幕幕張張版版（（MMWWSS））新新規規３３課課題題のの活活用用モモデデルルのの作作成成ににつついいてて
（（経経過過報報告告））

○ 藤原　桂
田村　みつよ
村久木　洋一
武澤　友広
知名　青子
大谷　真司

障害者職業総合センター
障害者職業総合センター
障害者職業総合センター
障害者職業総合センター
障害者職業総合センター
障害者職業総合センター

96

33 ロローーススタタリリーー型型障障害害者者雇雇用用支支援援ササーービビスス『『BBYYSSNN』』ににおおけけるる
ワワーーククササンンププルルのの開開発発おおよよびびEEIITT研研修修のの実実施施ににつついいてて

○ 伊部　臣一朗
刎田　文記

株式会社スタートライン
株式会社スタートライン

98

44 日日本本のの障障害害者者雇雇用用のの課課題題へへののPPRROOSSOOCCIIAALLアアププロローーチチのの活活用用にに向向けけてて ○ 刎田　文記 株式会社スタートライン 100

55 企企業業在在籍籍型型職職場場適適応応援援助助者者（（ジジョョブブココーーチチ））とと関関係係機機関関のの連連携携支支援援にによよるる
職職場場定定着着のの取取組組みみ事事例例

○ 相原　信哉 旭電器工業株式会社 102

第第1100分分科科会会：：企企業業ににおおけけるる採採用用・・職職場場定定着着のの取取組組ⅢⅢ／／発発達達障障害害

11 発発達達障障害害当当事事者者ののキキャャリリアア形形成成ののププロロセセススとと「「就就労労パパススポポーートト」」のの
活活用用のの効効果果

○ 宇野　京子
前原　和明 秋田大学

104

22 障障害害ををももつつ係係員員たたちちがが病病院院のの業業務務をを支支ええるる存存在在ににななるるままででのの成成長長とと道道ののりり ○ 岡山　弘美 奈良県立医科大学 106

33 企企業業主主ののたためめのの高高機機能能AASSDD者者雇雇用用ママニニュュアアルルのの作作成成 ○ 梅永　雄二 早稲田大学 教育・総合科学学術院 108

44 知知的的障障害害をを伴伴ううAASSDD者者にに有有効効なな就就労労支支援援にに関関すするる一一考考察察
－－TTTTAAPPアアセセススメメンントトにに基基づづいいてて－－

○ 康　一
梅永　雄二

早稲田大学大学院
早稲田大学 教育・総合科学学術院

110

55 知知的的障障害害をを伴伴ううAASSDD者者にに有有効効なな就就労労支支援援にに関関すするる考考察察
－－BBWWAAPP22にによよるるソソフフトトススキキルルののアアセセススメメンントトととそそのの支支援援

○ 横山　明子
梅永　雄二

早稲田大学大学院
早稲田大学 教育・総合科学学術院

112

【【研研究究・・実実践践発発表表  －－口口頭頭発発表表  第第２２部部－－】】

第第９９分分科科会会：：評評価価技技法法のの開開発発・・アアセセススメメンントトⅡⅡ／／企企業業ににおおけけるる採採用用・・職職場場定定着着のの取取組組ⅡⅡ

－ ii － － iii －



第第1111分分科科会会：：精精神神障障害害

11 デデイイケケアア単単独独型型就就労労支支援援  ～～シシーームムレレススなな就就労労支支援援のの実実現現ののたためめにに～～ ○ 清澤　康伸
関谷　俊幸
八木　悠
森山　亜希子
新野　敦子
山室　京子

医療法人社団欣助会 吉祥寺病院
医療法人社団欣助会 吉祥寺病院
医療法人社団欣助会 吉祥寺病院
医療法人社団欣助会 吉祥寺病院
医療法人社団欣助会 吉祥寺病院
医療法人社団欣助会 吉祥寺病院

114

22 キキャャリリアアののああるる方方のの就就労労支支援援  －－年年のの差差ののああるる対対象象者者ととのの関関係係構構築築－－ ○ 菅野　未沙樹
本多　俊紀

NPO法人コミュネット楽創 就労移行支援事業所コンポステラ
NPO法人コミュネット楽創

116

33 精精神神障障ががいい者者のの組組織織適適応応をを促促進進すするる要要因因
－－ププロロアアククテティィブブ行行動動のの視視点点かからら－－

○ 福間　隆康 高知県立大学 118

44 精精神神障障害害・・発発達達障障害害ががああるるLLGGBBTTQQのの福福祉祉ササーービビスス利利用用とと、、
就就労労支支援援ににつついいてて考考ええるる

○ 藥師　実芳
中島 潤
石倉 摩巳

認定NPO法人ReBit
認定NPO法人ReBit
認定NPO法人ReBit

120

55 「「仕仕事事のの取取組組みみ方方とと働働きき方方ののセセルルフフママネネジジメメンントト支支援援」」のの開開発発ににつついいてて ○ 森田　愛
井上　恭子

障害者職業総合センター職業センター
障害者職業総合センター職業センター

122

第第1122分分科科会会：：高高次次能能機機能能障障害害

11 高高次次脳脳機機能能障障害害者者のの障障害害理理解解とと職職業業リリハハビビリリテテーーシショョンン支支援援にに関関すするる研研究究
－－自自己己理理解解のの適適切切なな捉捉ええ方方とと支支援援ののあありり方方－－

○ 竹内　大祐
小野 年弘

障害者職業総合センター
元障害者職業総合センター(現千葉大学大学院)

124

22 就就労労移移行行支支援援事事業業所所ににおおけけるる高高次次脳脳機機能能障障ががいいのの方方のの復復職職支支援援のの
実実践践報報告告  ～～地地域域ニニーーズズのの聞聞きき取取りりとと結結果果～～

○ 角井　由佳
柏谷　美沙
伊藤　真由美
巴　美菜子
濱田　和秀

NPO法人クロスジョブ クロスジョブ札幌
NPO法人クロスジョブ クロスジョブ札幌
NPO法人クロスジョブ クロスジョブ札幌
NPO法人クロスジョブ
NPO法人クロスジョブ

126

33 記記憶憶障障害害ののああるる方方にに対対すするる、、精精神神的的不不安安かかららくくるる不不調調のの視視覚覚化化にによよるる
認認知知のの促促しし  ～～定定着着支支援援シシスステテムムSSPPIISSをを使使用用ししてて～～

○ 家門　匡吾
濱田　和秀
巴　美菜子

NPO法人クロスジョブ クロスジョブ梅田
NPO法人クロスジョブ
NPO法人クロスジョブ

128

44 「「注注意意障障害害にに対対すするるカカリリキキュュララムム」」のの開開発発ににつついいてて ○ 武内　洵平
圷　千弘

障害者職業総合センター職業センター
障害者職業総合センター職業センター

130

【障害者職業総合センター研究員による発表論⽂に関するお問合せ窓⼝】
障害者職業総合センター研究企画部企画調整室
TEL:043-297-9067
E-mail:kikakubu@jeed.go.jp

－ iv －




